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小田原市教育委員会定例会会議録

１ 日時 平成２３年４月２５日（月）午後７時００分～午後８時５０分

場所 小田原市役所 全員協議会室

２ 出席した教育委員の氏名

１番委員 山 田 浩 子

２番委員 前 田 輝 男 （教育長）

３番委員 桑 原 妙 子 （教育委員長職務代理者）

４番委員 和 田 重 宏 （教育委員長）

５番委員 山 口 潤

３ 説明等のため出席した教育委員会職員の氏名

教育部長 三廻部 洋 子

文化部長 諸 星 正 美

教育部副部長・教育総務課長事務取扱 佐 藤 富 朗

保健給食課長 柳 川 美惠子

教育指導課長 西 村 泰 和

指導・相談担当課長・指導係長兼相談係長事務取扱 桒 畑 寿一朗

生涯学習課長 高 橋 幸 男

教育指導課副課長 柏 木 敏 幸

（事務局）

教育総務課副課長・総務係長事務取扱 阿 部 祐 之

教育総務課主任 井 上 晃 輔

４ 議事日程

日程第１ 請願第２号 教育委員に政治的中立性を求める請願 （教育指導課）

日程第２ 報告第４号 事務の臨時代理の報告（社会教育主事の任命）について

（教育総務課）
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日程第３ 議案第１７号 小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて

（生涯学習課）

日程第４ 議案第１８号 小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えについて

（生涯学習課）

５ 協議事項

（１）平成２４年度中学校使用教科用図書の採択について （教育指導課）

６ 報告事項

（１）平成２２年度下半期寄付採納状況について （教育総務課）

（２）小田原市教育振興基本計画策定スケジュール等について （教育総務課）

（３）計画停電に伴う学校給食の実施について （保健給食課）

（４）今年度教科書採択にあたっての要望書について （教育指導課）

（５）東北地方太平洋沖地震における被災地域の児童・生徒等の受け入れについて

（教育指導課）

７ 議事等の概要

（１）委員長開会宣言

（２）会議録署名委員の決定…桑原委員、山口委員に決定

（３）日程第１ 請願第２号 教育委員に政治的中立性を求める請願 （教育指導課）

阿部書記（教育総務副課長）が請願書を朗読

事務局説明…教育指導課長

教育指導課長…それでは、「請願第２号 教育委員に政治的中立性を求める請願」につき

まして私から、御説明申し上げます。今回の請願ですが、表題にもありま

すとおり「教育委員に政治的中立性」を求めております。

教科書採択権者である教育委員は、公明・公正な立場で教科書採択を行

うこととされております。そして、これまでも教育委員の皆様は公明・公

正な立場で教科書採択を行なっていただいております。このことは「政治

的中立性」も含まれております。また、採択に関しての本市の採択方針の

中にも「小田原市教育委員会は、採択の公正確保に向けて、採択事務の円

滑な遂行に支障を来たさない範囲で、採択にいたる経過、採択理由などを

公開し、開かれた採択に努めるとともに、外部からの不当な働きかけ等に
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より採択が歪められないよう静ひつな採択環境を確保すること。文部科学

省の「教科書編集趣意書」、県教育委員会の「調査研究の結果」等を踏まえ、

学習指導要領に基づいて調査研究し、採択する。採択権限を有する者の責

任において、公明・適正を期し、採択する。」となっております。

事務局といたしましては、和田委員長をはじめ、教育委員の皆様の今ま

での教科書採択の際の姿勢は、毎回それぞれの立場でしっかりと各教科書

の内容をお読みいただき、他社教科書との比較や、ご自身の経験からの比

較もしながら検討していただいております。そして、「小田原の子どもたち

にとって、もっとも良い教科書はどれか」という視点でこれまでも公明・

公正な立場で、政治的中立性もふまえて教科書採択を行なっていただいて

おります。これからもこのような姿勢は崩されることはないと思っており

ます。

それでは、今回の請願につきまして、教育委員の皆様で協議していただ

き、請願を採択するかどうか検討をお願いいたします。以上です。

和田委員長…説明が終わりました。

小田原市教育委員会会議規則第２１条により、請願者は事情を述べること

ができることになっておりますが、請願者から辞退の申し出がございまし

たので、事情説明は省略し質疑に入ります。

前田教育長…請願者の方にお聞きしたいことはありますが、本日は事情説明に来られて

いないようなので、特に質問はございません。

桑 原 委 員…これだけご意見をお出しになるのであれば、直接お話しさせていただけれ

ば、と思いますので、その点が残念です。

和田委員長…請願者ご自身もいらっしゃいませんし、事務局からの説明も受けましたの

で、各委員のご意見及び取り扱いについても併せて伺います。

山 田 委 員…請願資料を読ませていただきましたが、教科用図書の採択については、最

終的には私たち教育委員の責任において判断するべきもので、請願や要望

は参考資料としては、よく読みこみますが、あくまでも、採択決定の判断

材料の資料としていく姿勢を採りたいと思います。昨年、小学校の教科用

図書の採択がありましたが、教育委員全員は全ての教科書に目を通し、「小

田原の子どもたちにとってより良いものを」と考え、採択したと思ってお
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ります。私たちは教科書採択にあたっては、公明・公正、政治的中立性は

充分持って臨んでいると思っているので、今回の請願については「不採択」

とするべきと考えます。

前田教育長…事務局から先ほど説明もあったとおり、私たちは公明・公平・公正に採択

事務を行なっており、さらには公平公正の意味には政治的中立ももちろん

含まれておりますので、今回の請願項目で「再確認する」とありますが、

再確認する必要は全くないと思っています。請願で言われるまでもなく、

私たちは一生懸命に採択事務を行なっておりますので、私もこの請願は「不

採択」と考えております。

桑 原 委 員…大変心外というか、私たちは「中立だと思って採択を行っている」と考え

ております。具体的には、私は教育委員になる前は、仕事として、「教育出

版社」と「教育芸術社」の音楽の教科書に付けるＣＤをレコーディングし

ていましたが、教育委員に就任して以後は両社ともお断りしています。皆

さんもそうだと思いますが、とにかく「中立」ということを考えて採択し

ております。請願の内容を見ると、委員長に対する個人攻撃のような感じ

を受け、読んでいて不愉快です。今まで通りのやり方で良いと思っており

ます。

山 口 委 員…私は教育の専門家ではないので、教科書を一から全部読んで、自分なりの

意見を言っているつもりです。公明正大ということは誓っても良いですし、

そのようにやっています。それは今後も続けるつもりですので、今さらこ

のようなことを言われる筋合いはないというのが本音です。請願を読んで

いても、途中で委員長の個人的な部分に言及したりしていますが、最終的

には委員全員が中立に行って欲しいと言っているので、今さら改めて採択

する必要はないと考えますので、私も「不採択」と考えております。

和田委員長…各委員から意見をいただきましたが、実際に私自身のことに触れています

ので、申し上げますと、桑原委員が仰っていたように、今回の請願者の方

からは、度々請願をいただきますが、直接私たちと関わりを持たれること

を避けているように感じます。それだけの請願を出されるのであれば、是

非ともお顔を出していただいて、私たちと直接意見を交わすような姿勢で

臨んでいただきたいと思います。
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また、私自身はＮＰＯで青少年の健全育成の活動をしております。不登

校や引きこもりの子どもたちの自立支援をするケースが最近、多いのです

が、そのような場に是非いらしていただいて、直接見ていただきたいと思

います。請願の中にも「教育委員の職務を省みることなく、未だにその政

治姿勢を改善しようとされないからである」と断言した文章がございます

が、私はこの方と直接関わりを持っておりません。そのような、事実に基

づいていないことをこのような形で出されることに対してはいかがなもの

かと思っております。

それでは、委員の方々からのご意見も伺いましたので、この請願につい

て採決してよろしいでしょうか。

（異議なし・全員賛成）

和田委員長…ご異議もないようですので、請願第２号教育委員に政治的中立性を求める

請願を採決いたします。この請願について、採択とすべきものとしてのご

意見に賛成の方は、挙手願います。

（賛成なし）

和田委員長…賛成なしにより、当請願は不採択すべきものと決しました。

（４）日程第２ 報告第４号 事務の臨時代理の報告（社会教育主事の任命）について

（教育総務課）

提案理由説明…教育長、教育部副部長

前田教育長…それでは、報告第４号「事務の臨時代理の報告（社会教育主事の任命）に

ついて」を御説明申し上げます。去る４月１日付けで、別紙のとおり社会

教育主事を任命いたしました。これは、小田原市教育委員会教育長に対す

る事務委任等に関する規則第３条第２項に基づく付議事項でございますが、

急施を要し、会議を開くことができなかったため、同規則第４条第１項に

より、事務を臨時に代理させていただきました。ついては、同条第２項の
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規定より御報告するものでございます。細部につきましては、所管から御

説明申し上げます。

教育部副部長…それでは私から御説明させていただきます。報告第４号の２ページを御

覧ください｡社会教育主事は、社会教育法に基づきまして社会教育を行うも

のに専門的、技術的な助言と指導を与えるため、教育委員会の事務局に置

くこととなっております。社会教育主事の資格につきましては資料中ほど

の、参考のところに掲げておりますが、生涯学習課 係長 村田 玲子につ

きましては、社会教育法第９条の４の第１項におきまして「大学に２年以

上在学して６２単位以上を修得し、又は高等専門学校を卒業し、かつ、次

に掲げる期間を通算した期間が３年以上になる者で、社会教育主事の講習

を修了したもの」の要件を満たし、同項のロに該当するため、また、生涯

学習課 主事 小澤 美帆につきましては、社会教育法第９条の４の第３項

において「大学に２年以上在学して、６２単位以上を修得し、かつ、大学

において文部科学省で定める社会教育に関する科目の単位を修得した者で、

第１号イからハまでに掲げる期間を通算した期間が１年以上になるもの」

を満たし、第１号のイに該当いたしますので、平成２３年４月１日付けで

社会教育主事に任命したものでございます。以上でございます。

（質疑・意見等なし）

（５）日程第３ 議案第１７号 小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて

（生涯学習課）

日程第４ 議案第１８号 小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えにつ

いて （生涯学習課）

提案理由説明…教育長、生涯学習課長

前田教育長…それでは、議案第１７号「小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて」

及び、議案第１８号「小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えにつ

いて」御説明申し上げます。社会教育委員及び郷土文化館協議会委員につ

きましては、推薦母体であります小田原市校長会の４月１日付けの教職員

の人事異動に伴う推薦替え等によるものでございます。細部につきまして
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は、所管から御説明申し上げます。

生涯学習課長…それでは私から、議案第１７号及び議案第１８号について、一括して御

説明申し上げます。まず、議案第１７号の「小田原市社会教育委員の一部

委嘱替えについて」を御説明申し上げます。小田原市社会教育委員につき

ましては、社会教育法第１５条第２項の規定により、学校教育及び社会教

育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある

者の中から選出することとなっております。社会教育委員における現行の

任期は、平成２２年８月１日から平成２４年７月３１日までの２年間でご

ざいますが、この度、学校教育関係者として、小田原市校長会を代表して

委嘱しておりました、野﨑 裕司氏及び、社会教育関係者として。小田原

市ＰＴＡ連絡協議会を代表して委嘱しておりました、本多 克好氏が平成

２３年３月３１日をもって委員を退任されることとなりました。その後任

として、新たに小田原市校長会から、小田原市立城南中学校長の佐藤 均

氏を、小田原市ＰＴＡ連絡協議会から、当連絡協議会幹事の一寸木 正直

氏を御推薦いただきました。どちらの方も社会教育委員として適任と思わ

れますので、委嘱いたしたく提案するものでございます。

次に、議案第１８号の「小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替え

について」を御説明申し上げます。小田原市郷土文化館協議会委員は、小

田原市郷土文化館協議会規則第３条第１項の規定により、学校教育及び社

会教育の関係者並びに学識経験者の中から選出することとなっております。

郷土文化館協議会委員における現行の任期は、平成２１年９月１日から平

成２３年８月３１日までの２年でございますが、学校教育関係者として小

田原市校長会の代表として委嘱しておりました、杉崎 憲男氏及び野﨑

裕司氏が、平成２３年３月３１日をもって委員を退任されることとなりま

した。その後任として、小田原市校長会から小田原市立足柄小学校長の山

口 実氏及び、小田原市立橘中学校長の押切 千尋氏を御推薦いただきま

した。どちらの方も郷土文化館協議会委員として適任と思われますので、

委嘱いたしたく提案するものでございます。以上で、議案第１７号及び議

案第１８号につきまして、説明を終わらせていただきます。よろしく御審

議くださいますようお願いいたします。
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（質 疑）

山 口 委 員…何故、それぞれの委員の任期は４月から３月までではないのでしょうか。

これからも同じようなことが起こるとは思いますが、今後、任期を４月か

ら３月にすることは考えては行かないのでしょうか。

生涯学習課長…仰られることはとても理解できる部分でございます。それぞれの委員会

や協議会で成立した過程が違いますので、任期が年度途中から年度途中ま

でになっております。それらの任期を全て４月１日からにするためには、

現行２年間の任期をある時だけ１年数ヶ月とすれば可能かとは思いますが、

今後の検討課題とさせていただければと思います。

山 口 委 員…一度に変えなければならないのは大変だとは思いますが、その方が合理的

かと思ったのですが。

生涯学習課長…ただ、任期を４月１日から３月３１日までとすることは事務的には相当

厳しくなると思われますので、もう少し細かい詰めが必要かと思います。

桑 原 委 員…私も山口委員と全く同じ疑問を思っておりました。

（その他質疑・意見等なし）

一括採決…全員賛成により原案のとおり可決

（６）協議事項 （１）平成２４年度中学校使用教科用図書の採択について

（教育指導課）

教育指導課長…それでは私から協議事項（１）「平成２４年度中学校教科用図書の採択に

ついて」ご説明させていただきます。右上に資料１と書かれた資料をご覧

ください。

はじめに教科書採択についてご説明いたします。昨年度、小学校の教科

書の採択をしていただきましたので、教育委員の皆様におかれましては、

教科書採択の流れはご承知いただいているかと思いますので、簡単に説明

をさせていただきます。
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今年度は、中学校の全教科の採択替えとなります。具体的な教科につい

ては資料１の２ページにある調査員名簿の枠をご覧ください。国語、書写、

地理、歴史、公民から英語まで全１３科目となります。採択方法の概要に

ついては、昨年度までと同じで、文部科学省の検定に合格した教科書目録

に登載された教科書の中から、「小田原市の生徒にとってふさわしい教科

書」を採択していただきます。

公立学校で使用する教科書の採択の権限は、市町村や都道府県の教育委

員会にあります。小田原市の小・中学校で使用する教科書は、小田原市の

教育委員会で決定をしていただきます。具体的には７月末の臨時会及び定

例会、８月の初旬の臨時会で決定していただく予定となっております。採

択の方法は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」によ

り定められております。

採択の流れとしては、本日の資料の後半の通知「平成２４年度義務教育

諸学校使用教科用図書の採択方針」をもとにして作成しました今日の配布

の資料１の３ページにある「教科用図書採択方針（案）」及び４ページ以降

にあります「小田原市教科用図書採択検討委員会設置要綱」に添って、教

育委員会が設置する検討委員会が調査員に、これは各教科専門的な知識を

持った中学校の教員ですが、教科書１つ１つに対して調査研究を依頼し、

資料を作成いたします。その資料を、教育委員皆様の採択の際に、参考の

１つとしていただきます。採択時には、この調査資料と、県教委から今後

送られてくる「平成２４年度使用中学校教科用図書選定に係る調査研究資

料」や、６月１７日から行なわれる教科書展示会において寄せられた教員・

保護者の方・地域の方の意見等を参考にしていただきます。昨年度の教科

書展示会でのご意見は、特にありませんでしたが、今年度の中学校の採択

に際しては、いくつかの意見が出てくる可能性もございます。

教育委員の皆様には、教科書見本が教育委員会に届き次第、ご自宅に配

送させていただきますので、教科書全種目をお読みいただき、調査研究を

していただくことになります。

最終的には、教育委員の皆様自身でおこなっていただく調査研究と、先

ほど申し上げました県からの資料や調査員からの資料をもとに、７月の教
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育委員会の定例会及び臨時会で審議していただき、８月の臨時会において、

平成２４年度以降の中学校で使用する教科書を採択する、という手順で進

められます。以上が、採択についての説明でございます。

再度、資料１をご覧ください。１ページ目には今後の予定が書かれてお

ります。採択事務は小田原市単独となりますが、調査員会のみ足柄下地区

採択協議会と合同での調査となります。

次に２ページをご覧ください。採択検討委員会及び調査員の名簿ですが、

まだメンバーが確定されておりませんので空欄とさせていただきます。今

後それぞれの委員の選出を事務局で行っていきます。

ここでお気づきになったと思いますが、昨年度まで、採択検討委員会の

構成メンバーに教育委員の方も２名入っておりましたが、ご承知の通り、

昨年度の３月にあった請願「平成２４年度使用中学校教科用図書採択検討

委員会設置に関する請願」を全会一致で採択いたしましたので、今年度か

ら、採択検討委員会の構成メンバーに教育委員の皆様は入っておりません。

そこで資料１の４ページにある設置要綱の組織を一部変更させていただき

ましたのでご承知おきください。

では、１枚戻って３ページをご覧ください。今年度の採択方針の案です。

昨年度と違う点は、１（２）です。変更点は単純に「中学校の教科書を採

択する」ということです。この根拠となるのが県教委や文科省からの通知

となります。それが資料１の６ページ以降にあります「平成２４年度義務

教育諸学校使用教科用図書の採択方針について（通知）」と、資料１の１７

ページ以降の部分が文科省からの通知となります。

そこで、本日は、資料１の３ページにある教科用図書採択方針（案）に

ついて提示させていただいておりますので、この内容についての協議をい

ただき、先ほどお話しさせてだきました資料１の４ページにある設置要綱

の組織変更についてはご承知おきいただきますようお願いいたします。採

択方針（案）につきましては、次の５月の定例会の中で、議決をいただく

予定ですので、本日はお気づきの点等ございましたら、お願いいたします。

以上でございます。
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（質 疑）

山 田 委 員…昨年、小学校の教科用図書を採択した際に、調査員の方からの資料がとて

も大事だと思いました。県教育委員会からの資料を参考にされているとは

思いますが、調査員の方のご自分のお考えや、調査員自身がよく読み込ん

で、資料を作成していただきたいと感じました。

また、教育委員会で調査員の方を選ばれる際にも、よく考えていただい

て、調査員の方にご負担はかかるとは思いますが、よろしくお願いしたい

と思います。

桑 原 委 員…調査員の方はどのように選ばれているのでしょうか。

指導・相談担当課長…中学校教員は専門性を持っておりますので、誰でも良いという訳

ではなく、大学で専門的な学習をしてきた方や、プロジェクト研修員等で

今まで市教育委員会に貢献をしてきていただいた方を中心に選ばせていた

だいております。年齢構成につきましては、若手の教員が少ないので、平

均年齢は高めになっており、約２０年以上は経験がある教員にお願いする

予定です。

桑 原 委 員…同じ方がずっと引き続きということは避けているのでしょうか。

指導・相談担当課長…全員が前回と同じ方とは考えておりませんが、前回の経過が分か

るように、１人は前回経験者を選ぶ予定です。

前田教育長…当然のことですが、思想・信条等に偏りのない公正公明な方であるという

ことと、あくまでも生徒に指導する立場で、生徒を一番大事に考えて調査

してもらえる方を選んでいただくということを確認させていただきます。

また、先ほどの説明の中で、「教員・保護者の方・地域の方の意見等を参

考にしていただく」とありましたが、この意見はどのように集約するのか、

また、それをどのように私たちに提示していただけるのかということ、も

う１つは、今後の予定の中で２回開催される小田原市教科用図書採択検討

委員会に、私たち教育委員は今年度から委員としては出席いたしませんが、

傍聴することは可能なのでしょうか。

指導・相談担当課長…まず１点目の、教科書センターで行われる展示会の件につきまし

ては、過去は投票箱のようなものを設けて、意見用紙を入れるような形を
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採っていたようですが、昨年度からはその形はなくなりました。昨年度の

採択の際に足柄下教育事務所に確認したところ、投票箱を設置していなか

ったためか、意見は特になかったようです。もし、県に小田原市教育委員

会として投票箱のようなものを設置していただけないかと要望して、了解

を得られれば、そのような形を採ることも可能かとは思いますが、これに

つきましては今後検討させていただきます。

２点目の、小田原市教科用図書採択検討委員会の傍聴の件ですが、採択

検討委員会はどなたでも傍聴可能であり、小田原市のホームページでも公

表いたしますので、委員の皆様の都合がつけば、お越しいただければと思

います。意見は言えませんが、特に第２回の採択検討委員会では調査員の

代表の方が説明をいたしますので、その生の声を聞くことは非常に有効で

あると思いますので、是非いらしていただければと思います。

前田教育長…教員・保護者の方・地域の方の意見を集約するシステムについては、これ

から県に依頼するということですので、是非お願いしていただければと思

います。

（その他質疑・意見等なし）

（７）報告事項 （１）平成２２年度下半期寄付採納状況について （教育総務課）

事務局説明…教育部副部長 資料２を基に説明

（質疑・意見等なし）

（８）報告事項 （２）小田原市教育振興基本計画策定スケジュール等について

（教育総務課）

教育部副部長…それでは小田原市教育振興基本計画策定スケジュール等についてご説明

させていただきます。資料３を御覧ください｡

現在、小田原市教育委員会では、平成１５年に策定いたしました「小田

原市学校教育推進計画」に則った学校づくりを進めているところでござい

ますが、平成１８年１２月に改正された教育基本法第１７条第２項におき
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まして、「地方公共団体において、政府の基本方針を参考にしつつ、その地

域の実情に応じて教育の振興のための施策に関する計画を策定するよう努

めること」と規定されたこと、また、平成２３年度からスタートいたしま

した市の総合計画の内容を踏まえた計画を策定する必要があることなどか

ら、今年度、小田原市教育委員会では、教育振興基本計画の策定作業を行

い、平成２４年度から、この「小田原市教育振興基本計画」に則った教育

行政を推進してまいりたいと考えております。資料１枚目のスケジュール

表におきましてもお示しさせていただいている通り、学校職員と教育委員

会職員等で構成いたします作業部会と、学識経験者や自治会等で構成いた

します策定委員会において、具体的な内容を検討し、教育委員会定例会に

おいても委員の皆様からのご意見を頂戴しながら、策定作業を進めていき

たいと考えております。なお、現時点で決まっております策定委員会及び

作業部会の構成員につきましては資料２，３枚目にございますので、後ほ

どご覧いただければと存じます。以上でございます。

（質 疑）

桑 原 委 員…策定委員会と作業部会が並行して動くということなのでしょうか。

教育部副部長…委員会自体は二段構成になっておりまして、資料にございますように作

業部会で具体的な内容を詰めて、策定委員会に提案、検討しながら策定作

業を進めて行きたいと考えております。

資料の名簿をご覧いただきますとお分かりになるように、作業部会のメ

ンバーは具体的な事例に即した形で、現場での協議が出来るような方で構

成しております。一方、策定委員会では教育分野に限らず、色々な団体等

からお集まりいただいた方による、幅広い意味での議論をしていただく予

定です。

教 育 部 長…資料３の１ページ目にございますように、本市の教育行政に精通している

学識経験者や関係団体等で策定委員会を構成し、計画の内容について専門

的、総合的に検証していただきます。そして、策定委員会に小中学校等の

学校関係職員や、指導主事等の教育委員会職員からなる作業部会を置き、
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教育振興基本計画の策定に関する事項を専門的に調査研究して、その結果

を策定委員会に報告するという二層構造で行っていこうと考えております。

資料１ページ目のスケジュールにもございますように、作業部会が先に

スタートして、基本構想等の検討を進め、それを策定委員会に提出し、ご

審議していただきます。つまり、策定委員会の審議を円滑に推進するため

に作業部会を設置しているというふうにご理解をいただければと思います。

和田委員長…小田原市の教育の方向性を定めるということですが、策定委員会の団体や

代表者等の中にある、公募市民は１名の予定でしょうか。

指導・相談担当課長…１名から２名と考えております。

和田委員長…既に決まっている、それぞれの団体の代表者の選択はどのようになされて

いるのでしょうか。

指導・相談担当課長…それぞれの団体に依頼をいたしまして、団体からご推薦いただい

た方が委員となっております。作業部会も同様でして、教頭会と総括教諭

につきましては教育委員会で選びましたが、他はそれぞれの団体から選出

していただいた方になります。

（その他質疑・意見等なし）

（９）報告事項 （３）計画停電に伴う学校給食の実施について （保健給食課）

保健給食課長…それでは、計画停電に伴う学校給食の実施についてご報告させていただ

きます。この件につきましては資料の用意はございません。去る３月１１

日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震後の電力不足を補うため、東

京電力により実施されました計画停電の影響により、３月と４月の学校給

食の実施を変更いたしましたので、経緯等についてご報告いたします。

ご承知のように、輪番による停電は３月１４日から開始されました。こ

のため、３月１４日の午前中が停電予定となっていた橘地区の学校は給食

を中止し、他の学校は１５日以降の給食を中止いたしました。これにより

まして、給食を予定していた３月２２日までの日課は、年度末で授業時数

に影響はないということで、半日日課とされました。

給食を中止した理由といたしましては、東京電力の停電の計画内容に不
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確定、不透明な面が多々あり、各学校や共同調理場所在地の実際の停電の

実施が前日でないと判明しないこと、また、計画停電となった場合、調理

や保冷が出来ないこと、リフトやエレベーターが停止し学校内での給食の

運搬が困難となるなど安全な給食が提供出来ないこと、主食や牛乳の製造

工場も同様の条件下にあり、提供出来ない可能性があること、特に小田原

市の給食のパンとご飯は、多くが海老名市、二宮町、大井町、山北町など

市外業者に割り当てられており、一部の業者を除いていずれも計画停電が

午前、午後両方の時間帯にかち合っておりまして、朝方のパンや御飯の製

造や午後の仕込みに影響が出ることは避けられず、安全で確実な給食の提

供が出来ない状況にあったからでございます。

計画停電はこの時点では、４月末まで実施するということでありました

ので、校長会とも相談いたしまして、４月も中止せざるを得ないという考

えでおりましたところ、３月２８日に、東電から送電の細分化が発表され

た日ですが、停電対象地域から除外になる地域が広がっていることが分か

り、学校ごとの停電状況が判明いたしました。引き続き計画停電の対象と

なる小学校７校の給食の実施につきましては、中止にすることになると４

月末までの長期間になりますので、３月２９日に保護者の代表もメンバー

である市学校給食会理事会を緊急開催し、検討していただき、この時点で

４月の給食を中止し、牛乳給食のみ実施し、弁当持参とすることを決定し

ていただきました。

ところが、年度が明け、４月８日に、東京電力により計画停電は原則不

実施の発表がございました。２３年度の給食は４月１１日からのスタート

ですが、発注をストップしておりました７校分の給食物資が、一週間あれ

ば調達が可能であることが関係業者から確認出来ましたので、７校の校長

の了解を得まして、４月１１日から給食は牛乳のみの提供で、お弁当を持

参していただき、主食やおかずのつく完全給食は他の学校から一週間遅れ

の、４月１８日からのスタートといたしました。

以上の経緯につきましては、その都度全校の校長と保護者の方々また、

給食関係業者に通知し、理解と協力についてお願いしてまいりました。校

長先生方には、特に各家庭へのお知らせや、給食費の減額など大変ご苦労
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をおかけしましたが、おかげさまで、４月の給食のスタートにばらつきは

出たものの、それぞれ順調にスタートすることが出来ました。以上、計画

停電に伴う学校給食の実施について、ご報告させていただきました。

（質 疑）

桑 原 委 員…質問ではないのですが、現場の先生方が大変だっただろうと思います。

和田委員長…想定外のことなので、皆さん大変だったと思います。よく乗り切っていた

だいたので、良かったと思います。

（その他質疑・意見等なし）

（１０）報告事項 （４）今年度教科書採択にあたっての要望書について

（教育指導課）

指導・相談指導課長が要望書（資料４）を朗読

事務局説明…指導・相談担当課長

指導・相談担当課長…今回は要望書でございますので、委員の皆様には要望書をお読み

いただき、先ほど提案させていただいた教科用図書採択方針にどのように

盛り込んでいくのかということを考えていただければと思います。

（質 疑）

和田委員長…先ほどの教育長の質疑に対する事務局からの回答にもございましたように、

採択検討委員会を傍聴することは自由でございますので、委員の皆様も出

来るだけお時間を作って足を運んでいただければ、この要望の趣旨に沿っ

たものになるのではないかと思います。

（その他質疑・意見等なし）

（１１）報告事項 （５）東北地方太平洋沖地震における被災地域の児童・生徒等の受
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け入れについて （教育指導課）

教育指導課長…それでは私から東北地方太平洋沖地震における被災地域の児童・生徒等

の受け入れについて説明させていただきます。資料はございません。

３月１１日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震による被災の状況

につきましては、毎日のように新聞やテレビで報道されており、多くの方々

が自宅を離れ、避難所生活を送っておられます。小田原市にも実際に親戚

や知人の方を頼って、被災された方が避難されております。それに伴って、

被災地からの子どもたちの学校等への転入手続きについて、弾力的な受け

入れを行なっております。そして、「住民票がない」、「以前在籍されていた

学校を証明するものがない」などといった状況であっても申請を受け入れ

ております。３月１８日以降の受け入れ状況につきましては、４月２２日

現在、幼稚園１名、小学校１２名、中学校２名、計１５名となっておりま

す。いずれにいたしましても、これからも学校、教育委員会ともに被災者

の立場に立った丁寧な対応をしていきたいと考えております。

また、担当の防災対策課からの情報では、小田原市として被災者の方の

受入れは、３月１８日に１，０００人規模の収容を想定して、小田原アリ

ーナを一次受入施設として開設いたしましたが、実際には３月１８日には

１１名を受け入れ、２３日には１６名、２９日の一時閉鎖までに合計１９

名を受け入れたそうです。３月２７日に全ての避難者の方が他所に移られ

たことから、現在は受入施設を尊徳記念館に移しております。４月２５日

現在、２世帯２名の方が滞在されているとのことです。なお、５月一杯ま

では引き続き尊徳記念館を一次受入施設として開設していくとのことでご

ざいます。以上で報告を終わります。

（質 疑）

山 田 委 員…子どもたちが計１５名来られているようですが、ご家族と一緒にいらして

いるのでしょうか。

教育指導課長…ご家族の方と一緒に来られていると聞いております。

山 田 委 員…そうすると、長い期間になるのでしょうか。
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教育指導課長…それぞれのご家族のご事情がございますので、一概には申し上げられま

せん。

和田委員長…今の報告で、教育委員会に関係する子どもたちの人数等は細かく説明して

いただきましたが、たまたま私が本日、秦野市に行ってまいりまして、そ

こで聞いた話だと、秦野市には１６８名の被災者の方が避難しているとの

ことでした。小田原市と数に差がある気もなくはないのですが、教育だけ

ではなくて、また、間接的に教育に関係して来るだろうと思われる、親御

さんの就職先も探さなければならないという部分もあり、秦野市では福祉

部が窓口になっているそうです。小田原の場合は総合的な受け入れの窓口

はどこが所管しているのでしょうか。

教 育 部 長…基本的には防災対策課が統括しておりますが、小田原に被災地から避難さ

れた方が来られるということが初めてのケースでございました。今回、受

入施設として生涯学習施設を使用しましたので、教育部が第１避難収容部、

文化部が第２避難収容部、子ども青少年部が第３避難収容部ということで、

外からの避難者の受入は避難収容部で行って欲しいということで、現在、

尊徳記念館に２名の方が滞在しておられます。

学校の受け入れは教育委員会で対応しておりまして、小田原市で受け入

れている子どもたちは、家族で親戚などを頼って来られたり、アパートを

借りて住んでおられたりしております。ただ、親戚などを頼られて来た方

の全体の人数について把握は出来ておりません。一時、いわき市などから

避難して来られた１９名の方を小田原アリーナ会議室に布団等を用意して

受け入れましたが、知人の方などを頼って移られましたので、新たに尊徳

記念館を一時受入施設として指定しまして、ホームページ等で情報を出し

て、現在、２名の方が滞在している状況です。

和田委員長…例えば知人や親戚の方を頼って避難されて来た子どもたちの学用品や給食

費などに対しての支援は具体的にあるのでしょうか。

教育指導課副課長…具体的には就学援助の関係になりますので、収入認定を行わなけれ

ばなりませんが、現状どうなのかが全く分かりませんので、まずは学校へ

申請していただくことになります。

当座のお金もないということを入学手続きの際に教育委員会にご相談さ
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れている方もいらっしゃいますので、基本的には申請をしていただいて、

事実関係を勘案しながら就学援助という形を取って行くことになると思い

ます。就学援助の手続きは４月中にしていただきますので、それをもって

こちらで判断することになります。

被災者の方の支援につきましては、柔軟な対応を求めたいと国からも通

知が来ておりますので、なるべく対応して行きたいと考えております。

教育指導課長…学校も保護者の方にＰＴＡのバザー等に出た学用品や校服などを出来る

だけお渡ししたりと、学校で出来ることは事前に教員同士で呼びかけて、

出来るだけ準備しております。ある学校ではランドセルをたくさん集めて、

それをうまく活用していただこうというように関わっております。

山 田 委 員…子どもたちは突然知らない土地に来た訳ですが、学校でも精神的なフォロ

ーはしているのでしょうか。

教育指導課長…被災された方が転入されたという形ではなく、普通に転入して来たとい

う形で受けさせていただき、心の面での配慮等は担任や職員が気にかけて、

子どもたちの周りの状況を確認して声をかけております。また、ご家族の

方とも連絡を密にして、うまく生活出来るような形を取っております。

教育指導課副課長…保護者の方が不安な面もたくさんございますので、校長先生なども

機転をきかせていただきまして、民生委員や児童委員などとも情報を共有

し、地域ぐるみでフォローする体制を取っていただいている地域もござい

ます。

和田委員長…全国の市町村教育委員会理事会に出席した際に、横の席が福島県の教育委

員長で、色々とお話しをお聞きしました。沖縄から北海道までの全国に、

福島県、特に原発の近くの方が避難しており、中々把握が出来ないようで

した。受け入れ先で出来るだけ、元々いらっしゃった市町村の教育委員会

等に情報の報告をしてもらいたいということを仰っていました。是非、「小

田原に来て良かった」と言われるような暖かい対応をお願いしたいと思い

ます。

（その他質疑・意見等なし）
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（１２）その他 （１）二宮町教育委員有志からの趣意書について

教育部副部長…震災関連のご報告でございますが、去る４月１８日に開催されました、

神奈川県市町村教育委員会連合会総会の意見交換会におきまして、二宮町

の教育委員長職務代理者の方から、ただいまお配りいたしました趣意書の

ご提出がございまして、教育委員として、被災した子どもたちに何か支援

が出来ないだろうかという意見をいただきました。意見交換会の中では、

メッセージを添えて図書を送ってはどうか、などの意見もいただきました

が、当日、総会終了後に都合がつく有志の方でお話し合いが行われまして、

文部科学省が運営しておりますインターネットのポータルサイトに登録し

てはどうか、友好都市に優先して支援を行いたい、などのご意見が出たと

伺っております。４月３０日には二宮町町民センターにおきまして、再度、

有志によるお話し合いが行われる予定です。

また、４月２１日に開催されました西湘地区の教育委員会連合会役員会

でも同様の意見交換が行なわれております。５月３１日に同会の総会が開

催される予定ですが、県西地区２市８町における被災地からの児童生徒等

の受入状況について、事務局としてご報告させていただく予定でございま

す。

（質 疑）

和田委員長…この件に関しましては、県の連合会と西湘地区の連合会で取り上げられま

した。教育委員会として、被災地の教育委員会と連携して、子どもたちに

限定した具体的な支援が何か出来ないだろうかという提案でありまして、

大変熱心な意見が出ておりました。ただ、それぞれ教育委員長だけの判断

では出来ないことですので、事務局である小田原市教育委員会で、この地

域の実情をまとめるということになりました。開成町の教育委員長がこの

件に対して非常に熱心でして、小田原市教育委員会が取りまとめをすると

いうことに大変喜ばれておりました。大変だとは思いますが、是非、情報

収集をお願いしたいと思います。

山 口 委 員…今回の大震災で、小学校を避難所にしていることに疑問を感じております。
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おそらく防災所管で津波を想定した新しい防災マップを作ると思いますが、

今までの学校では、地震があったらとりあえず校庭に避難して、点呼を取

ってからまとまって歩いて逃げるということでしたが、津波も想定した新

しい避難方法を考えるのは各学校なのでしょうか、それとも教育委員会で

考えていくのでしょうか。

教育部副部長…今回の震災は津波により、思いがけない大きな惨事になった訳ですが、

小田原市でも海沿いの学校は結構ありますので、現在、既存の防災対策マ

ニュアルの見直しを進めているところでございまして、子どもたちをご家

庭に引き渡す基準や、津波が発生した際の対応など、教育委員会として一

定の基本的な枠組みを定めた上で、校長会にお示しをして、各学校でマニ

ュアルに則った形で対応していただくということを考えております。具体

的には「津波警報などが出ている間については、安全が確認出来ない限り

子どもたちを単独で下校させないこと」などを中心に検討しているところ

でございます。

桑 原 委 員…それはいつ頃までに出来上がる予定なのでしょうか。

教育部副部長…基本的な部分につきましては、ここ１，２ヶ月の間で固めたいと考えて

おります。ただ、中長期的に見直さなければならない部分もございますの

で、それは各学校の先生方と相談しながら、相対的な防災対策を再度見直

してまいりたいと思っております。

和田委員長…報道でよく言われていることですが、石巻市立大川小学校では、地震発生

時に校長が学校にいなくて、他の職員がマニュアル通りに対応したのです

が、津波情報３ｍという間違った情報に基づいており、校庭で児童の点呼

をしていて逃げ遅れてしまったということです。このマニュアルの扱いに

ついてですが、今回のような想定外のものに対して、それに縛られてしま

って、結果的に命を落としてしまったということでございました。

以前の定例会の際にも申し上げたと思いますが、２年前の９月頃の富士

見小学校で津波を想定した防災訓練をした際に、校庭に児童を集めたこと

がございました。富士見小学校は海にも近いですし、危ないのではないか

との指摘をした際に、確か、それぞれの学校で対応されることなので、至

急現場に指示をするということだったと思います。現在、学校現場でその
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時の指示が生きていなかったとしたら、大変なことだと思いますので、子

どもの命を守るという視点で、マニュアルをどのように扱っていけば良い

のかなどについても、柔軟に現場対応でやって行けるようなことが求めら

れると思います。

（１７）委員長閉会宣言
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平成２３年５月２４日

委 員 長

署名委員（桑原委員）

署名委員（山口委員）


